
　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

温
泉
ソ
ム
リ
エ
師
範

　六む

三さ

四し

さ
ん

温
泉
と
の
出
会
い

　｢

祖
母
と
一
緒
に
高た

城き

温
泉
で
湯と
う

治じ

を
し
た
こ
と
が
温
泉
と
出
会
っ
た

き
っ
か
け｣

と
話
す
の
は
、
本
市
出

身
で
温
泉
ソ
ム
リ
エ
師
範
の
六
三
四

さ
ん
。｢

温
泉
は
究
極
の
息
抜
き｣

と

言
い
ま
す
。
温
泉
ソ
ム
リ
エ
協
会
が

認
定
す
る
温
泉
入
浴
の
専
門
資
格

を
持
ち
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
認
定
セ

ミ
ナ
ー
の
全
て
の
講
座
の
講
師
が

で
き
る
師
範
は
全
国
で
５
人（
西
日

本
で
１
人
）だ
け
。
こ
れ
ま
で
全
国

３
０
０
０
カ
所
を
超
え
る
温
泉
に
入

浴
し
た
経
験
や
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
、
年
間
１
０
０
以
上
の
講

演
の
中
で
伝
え
て
い
ま
す
。

温
泉
の
楽
し
み
方

　｢

自
分
に
合
う
温
泉
と
は
、
入
浴

後
に
気
持
ち
が
良
い
状
態
が
続
く
か

続
か
な
い
か｣

と
言
い
ま
す
。
成
分

の
種
類
な
ど
を
見
る
と
、
１
つ
と
し

て
同
じ
温
泉
は
な
く
、
温
泉
の
効
用

も
千
差
万
別
。
自
分
の
好
み
や
体
調

に
合
っ
た
温
泉
を
知
り
、
温
泉
の
特

徴
を
把
握
し
て
お
く
と
温
泉
選
び
が

楽
し
く
な
る
そ
う
で
す
。

　｢

温
泉
と
い
っ
て
も
、
急
に
入
る

の
は
体
に
負
担
が
掛
か
る
た
め
、
か

け
湯
や
か
か
り
湯
を
た
っ
ぷ
り
浴
び

る
こ
と
が
大
切
。
１
回
の
入
浴
は
温

泉
マ
ー
ク
の
湯
気
の
本
数
で
あ
る
３

回
に
分
け
て
入
る
こ
と
が
、
血
圧
の

急
な
上
昇
を
抑
え
る
お
す
す
め
の

入
浴
法
で
す｣

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、

恥
ず
か
し
が
ら
ず｢

あ
～｣

と
息
を
吐

き
な
が
ら
入
浴
し
て
も
ら
い
た
い
そ

う
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
浮
力

を
利
用
し
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。

温
泉
は「
諸
刃
の
剣
」

　
入
浴
で
最
も
気
を
付
け
て
ほ
し
い

こ
と
は
熱
中
症
。
温
泉
は
体
に
良
い

反
面
、
水
分
補
給
を
怠
っ
た
り
、
無

理
を
し
て
長
湯
を
し
た
り
す
る
と
、

命
を
落
と
す
危
険
も
あ
り
ま
す
。
１

回
の
入
浴
で
約
８
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
の
水
分
を
失
う
た
め
、
入
浴
15
分

前
の
水
分
補
給
が
重
要
と
の
こ
と
。

「
寒
い
季
節
に
な
る
と
、
血
圧
の
急

激
な
上
下
変
動
で
起
こ
る『
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
』に
も
気
を
付
け
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
水
分
補
給
を
忘
れ

ず
に
安
全
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と

話
し
ま
す
。

情
報
発
信
を
仕
事
に

　
温
泉
特
有
の
臭
い
は
硫
黄
で
は
な
く
、

硫
黄
と
水
素
の
化
合
物
で
あ
る
硫
化
水

素
。
温
泉
で
よ
く
聞
く｢

効
能｣

は
法
律

上
で
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
正
し
く

は｢

適
応
症｣

。
こ
の
よ
う
な
温
泉
に

関
す
る
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
話
す
六
三
四
さ
ん
。

　
県
内
各
地
で
行
っ
て
い
る
浴よ

く

育い
く

授

業
で
は
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
実
体
験

を
基
に
、
温
泉
で
の
マ
ナ
ー
、
正
し

い
入
浴
方
法
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
温

泉
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。
温
泉
に

行
く
人
が
減
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
正

し
い
情
報
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
そ

う
。
自
身
も
幼
い
頃
に
温
泉
で
走
り
、

湯
船
で
泳
い
で
、
客
に
叱
ら
れ
た
こ

と
が
、
正
し
い
温
泉
の
入
り
方
を
伝

え
る「
浴
育
」の
原
点
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。｢

高
城
温
泉
が
無
け
れ
ば
今
の

自
分
は
存
在
し
て
い
な
い
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い｣

と
言
い
ま
す
。

温
泉
力
＋
αア
ル
フ
ァの
力

　
温
泉
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

歴
史
、
自
然
、
文
化
、
食
な
ど
、
そ

の
温
泉
地
域
な
ら
で
は
の｢

独
自
性
」

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、｢

さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
、
昔
の
よ
う

な
活
気
あ
る
温
泉
街
に
戻
る
可
能
性

は
わ
ず
か
で
、『
温
泉
力
＋
○
○
』が

鍵
と
な
っ
て
く
る｣

と
言
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
温
泉
地
周
辺
の
町
づ

く
り
を
し
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に

温
泉
の
魅
力
を
若
者
へ
発
信
し
て

い
く
か
、
将
来
の｢

温
泉｣

を
考
え
る

六
三
四
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
未み

湯と
う

の
地
を
探
し
求
め
ま
す
。

◀鹿児島温泉観光課
　六三四城ホームページ

　
体
も
心
も
温
ま
る
温
泉
。
本
市
に
は
、
地
域

の
人
に
愛
さ
れ
、
市
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
通

う
温
泉
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
温
泉
を
愛
し
、
そ
の
魅
力
や
楽
し

み
方
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
賑
わ
い
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
る
温
泉
ソ
ム
リ
エ
師
範
六
三
四

さ
ん
の
思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
。

広報 142024.1.10

地域の方々とふれあい交流 甑ミュージアム開館プレイベントを開催
　11月９日（木）、東郷幼稚園で、イモやコメの植え
付けから収穫までお世話になった斧渕地区コミュニ
ティ協議会の方々を招待し、ふれあい交流（さなぼい）
を行いました。
　子どもたちによる
舞台発表の後、一緒
に遊んだり、収穫し
た食材を使った料理
の試食をしたりしま
した。また、子ども
たちから感謝状の贈
呈もあり、楽しい時
間を過ごしました。

　11月11日（土）、鹿島公民館で、小
こ

西
にし

卓
たく

哉
や

氏（米シ
ンシナティ大学）による化石講演会を行いました。　
　これまでに甑島で見つかった化石も含め、白亜紀
末に海の食物連鎖の頂点まで上り詰めたモササウル
ス類の進化
や生態に関
する講演に、
参加者は進
化の過程や
研究の変遷
を学びまし
た。

　11月27日（月）、鹿児島クラブ、樋脇ホッケース
ポーツ少年団、川薩清修館高等学校男子ホッケー
部の代表者が表敬訪問しました。
　かごしま国体以降も、全国大会優勝などの躍進
が続いており、Ｕ12ホッケードリームキャンプ（全国 
選考会）に参加する樋脇ホッケースポーツ少年団の
３人は、「代
表に選ばれ
るよう頑張
ります」と力
強く誓いま
した。

　11月16日（木）、せんだい幼稚園の園児たちが、
かごしま国体のホッケー競技観戦のお礼のお手紙
を届けてくれました。園児の皆さんは、持参した手
作りのホッケースティックやボール、キーパー用
のヘルメット、応援旗などを使ってプレーも披露
してくれました。

　かごしま国体の剣道競技で、県勢は成年男子、
成年女子、少年男子、少年女子の全種別で優勝し、
完全制覇するという快挙を成し遂げました。
　10月24日（火）には、山

やま

下
した

美
み

幸
ゆき

選手（成年女子）
が表敬訪問し、「支えてくれた方々に感謝の気持
ちでいっぱいです」と話しました。　

　10月に行われたかごしま国体のウエイトリフ
ティング競技で、県勢は、スナッチ種目優勝、ク
リーン＆ジャーク種目で第２位などの成績を残し
ました。10月23日（月）には、選手団が表敬訪問し、
国体での活躍を報告しました。

かごしま国体を契機に

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。
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「
川
内
歴
史
資
料
館
40
年
の
歩
み
」

３
月
31
日（
日
）ま
で

川
内
歴
史
資
料
館

昭
和
59
年
に
開
館
し
た
川
内
歴
史

資
料
館
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い

て
、
年
表
で
紹
介

※
入
場
無
料

※
た
だ
し
、
２
階
展
示
室
は
有
料

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
工
作
　
　

飛
べ
！
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
　
　

ロ
ケ
ッ
ト【
要
申
込
】

１
月
28
日（
日
）13
時
～
16
時

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を

使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
制
作

※
１
人
１
台
ま
で

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

先
着
24
人

50
円（
材
料
代
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

１
月
27
日（
土
）20
時
ま
で

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

特
別
展「
歴
史
を
紐
解
く
宝

も
の
～
国
指
定
重
要
文
化
財

『
新
田
神
社
文も
ん

書じ
ょ

』と『
船ふ
な

大だ
い

工く

樗お
う
て

木き

家け

関
係
資
料
』～
」

１
月
31
日（
水
）～
３
月
24
日（
日
）

※
月
曜
日
は
休
館

川
内
歴
史
資
料
館

川
内
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
の
特

別
公
開

▼
大
人
＝
２
０
０
円

　
▼
小
・
中
・
高
校
生
＝
１
０
０
円

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

工
作
教
室
　
　
　
　
　
　

「
万
華
鏡
を
つ
く
ろ
う
！
」

【
要
申
込
】

２
月
３
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

川
内
歴
史
資
料
館

キ
ッ
ト
を
使
っ
た
万
華
鏡
作
り

ど
な
た
で
も
可

※
小
学
５
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

先
着
10
人

１
０
０
円（
材
料
代
）

１
月
20
日（
土
）～
２
月
２
日（
金
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４ 

て
ら
や
ま
ん
ち
フ
ェ
ス
タ

２
月
４
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時

30
分少

年
自
然
の
家

ス
ラ
イ
ム
や
木
工
ペ
ン
ダ
ン
ト
な

ど
の
創
作
活
動
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
活

動
、
幼
児
が
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
、
わ
た
あ
め
な

ど
の
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
、
豆
ま
き
大

会
な
ど
の
特
別
企
画

市
内
居
住
者

※ 

参
加
無
料（
た
だ
し
、
材
料
代
や

お
や
つ
代
な
ど
が
必
要
な
コ
ー

ナ
ー
あ
り
）

※ 

食
堂
を
利
用
す
る
方
は
、
電
話
で

の
事
前
予
約
が
必
要

※ 

電
話
の
受
け
付
け
は
、
９
時
～
17
時

飲
み
物

１
月
23
日（
火
）～
30
日（
火
）

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

童
謡
・
唱
歌
を
歌
う【
要
申
込
】

２
月
10
日（
土
）14
時
～
16
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

懐
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
の
合
唱
や

重
唱
、
手
遊
び
歌
な
ど

ど
な
た
で
も
可

30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※ 

抽
選
結
果
な
ど
に
つ
い
て
は
、
１

月
30
日（
火
）以
降
に
お
知
ら
せ

５
０
０
円

鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
・
声
楽
家

齊さ
い

藤と
う

祐ひ
ろ
し

氏
、
声
楽
家
　
齊さ
い

藤と
う

玲れ
い

子こ

氏
１
月
15
日（
月
）～
29
日（
月
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス

※
１
回
に
複
数
人
の
申
し
込
み
不
可

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社

総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

（
42
）２
３
７
３

少
年
自
然
の
家
　
キ
ャ
ン
プ
事
業

【
要
申
込
】

親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

２
月
10
日（
土
）～
11
日（
日
）

テ
ン
ト
設
営
・
撤
収
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
、創
作
活
動（
段
ボ
ー
ル
オ
ー

ブ
ン
・
エ
コ
ラ
ン
タ
ン
）、
野
外
炊

飯（
カ
レ
ー
・
ク
ッ
キ
ー
作
り
）な
ど

市
内
に
居
住
す
る
小
・
中
・
高
校

生
と
そ
の
保
護
者

８
家
族

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

▼ 

活
動
費
＝
１
７
０
０
円（
１
家

族
分
）

　
▼
高
校
生
以
上
＝
１
１
５
０
円

　
▼
小
・
中
学
生
＝
１
１
０
０
円

懐
中
電
灯
、
着
替
え
、
軍
手
、
お

風
呂
セ
ッ
ト
な
ど

１
月
14
日（
日
）～
25
日（
木
）

キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ

２
月
17
日（
土
）～
18
日（
日
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ピ
ザ
作

り
、ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
作
り
な
ど

市
内
に
居
住
す
る
小
学
３
・
４
年

生
30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

２
０
０
０
円

防
寒
着
、
懐
中
電
灯
、
着
替
え
、

軍
手
、
帽
子
、
お
風
呂
セ
ッ
ト
、
保

険
証
の
写
し
な
ど

１
月
20
日（
土
）～
２
月
７
日（
水
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲ まちづく
り公社

162024.1.10 広報

少
年
自
然
の
家

上
の
問
合
せ 

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

※ 

電
話
の
受
け
付
け
は
、
９
時
～
17

時

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

講
演
会「
古
文
書
か
ら
拡
が
る

世
界
～
歴
史
資
料
館
に
お
け

る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
収

蔵
意
義
と
活
用
～
」【
要
申
込
】

２
月
11
日（
日
）

川
内
歴
史
資
料
館

川
内
歴
史
資
料
館
が
収
蔵
す
る
国

指
定
重
要
文
化
財
か
ら
見
た
薩
摩
川

内
の
歴
史
に
つ
い
て

※ 

講
演
会
終
了
後
、
希
望
者
に
は
特

別
展
担
当
者
に
よ
る
展
示
解
説
を

実
施

東
京
大
学
史
料
編へ
ん

纂さ
ん

所
助
教
　
畑は
た

山や
ま

周し
ゅ
う

平へ
い

氏

先
着
50
人

※
受
講
無
料

１
月
20
日（
土
）～
２
月
10
日（
土
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月
11
日（
日
）10
時
～
16
時

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

記
念
講
演（
迫さ
こ

田だ

さ
お
り
氏
、
演

題
＝
～「
心
」を
磨
い
て
く
れ
た
人
た

ち
と
の
出
会
い
～
）、
ひ
と
み
ら
い

講
演
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
な
た
の
い

ば
し
ょ
理
事
長
　
大お

お

空ぞ
ら

幸こ
う

星き

氏
、
演

題
＝
望
ま
な
い
孤
独
を
な
く
す
）、

学
習
成
果
作
品
展
示
、
体
験
セ
ク

シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド

市
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
な
ど

※ 

ひ
と
み
ら
い
講
演
会
は
、
申
し
込

み
が
必
要

市

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

先
着
40
人

２
月
２
日（
金
）ま
で
に

へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯

学
習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４

７
４
２
） 

募
集

放
送
大
学
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
４
月
入
学
生

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方（
卒
業
を
目
指
す

方
は
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が

必
要
）

▼
第
１
回
＝
２
月
29
日（
木
）ま
で

　
▼ 

第
２
回
＝
３
月
１
日（
金
）～
12

日（
火
）

※ 

募
集
学
生
の
種
類
、
出
願
方
法
な

ど
詳
し
く
は

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
資
料
請
求
無
料

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼ 

川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
戸
川
、
ハ

イ
タ
ウ
ン
平
佐
市
営
、
今
村
、
陽

成
上
、
高
来
、
勝
目
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
向
湯
第
１
、
下
之
湯

▼ 

入
来
地
域
＝
芝
町
、
天
貴
美
、
入

来
諏
訪
原
、
立
山
一
般

▼ 

東
郷
地
域
＝
前
原
、
里
、
東
園
、

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
紅
梅
、
鳥
丸
一
般

▼ 

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
会
田
一
般
、
黒
木
特

公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
城
山

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
江
石

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田
、
松
崎

１
月
25
日（
木
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

１
月
29
日（
月
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
１
階
厚
生
会
室（
小
）、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※ 

詳
し
く
は
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼ 

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼ 

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

月
極
駐
車
場
利
用
者

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※ 

利
用
期
間
は
４
月
１
日（
月
）～
令

和
７
年
３
月
31
日（
月
）

月
額
５
０
０
０
円

２
月
22
日（
木
）17
時
必
着

市

上
ま
た
は

に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

※
受
付
時
間
は
９
時
～
18
時

〒
８
９
５
‐
０
０
２
７
　
西

向
田
町
11
‐
22
　
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン

（
27
）６
７
５
８

▲ 放送大学
　

▲ 少年自然
　の家

▲ 市

▲ 市

▲ 市

▲ 問合せ
　フォーム

▲ 申込
　フォーム

募
集

駐車場名 川内駅西口駐車場 川内駅西口第２駐車場

台数 立体 53 台
屋外 11 台 屋外 28 台

対象
原則として公共交通機
関を利用して通勤・通
学する方

個人に限る

提出書類
月極駐車場利用許可申
請書、公共交通機関の
定期券などの写し

月極駐車場利用許可
申請書
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自
動
販
売
機
の
設
置
事
業
者

公
共
施
設
へ
の
自
動
販
売
機
設
置

事
業
者

１
月
15
日（
月
）～
31
日（
水
）

※ 

入
札
は
、
２
月
15
日（
木
）９
時
～
、

本
庁
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
６
０
１

会
議
室

本
庁
４
階
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

に
備
え
付
け
ま
た
は
市

上
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
必
要
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
直
接

※ 

募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
く
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

財
産
管
理
Ｇ（

４
７
７
１
、
４
７

７
２
）

就
労
準
備
セ
ミ
ナ
ー

１
月
17
日（
水
）14
時
～
16
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

自
分
に
合
っ
た
職
種
を
探
す
セ
ミ

ナ
ー就

職
に
不
安
を
感
じ
る
方
、
な
か

な
か
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
方
、
そ
の

家
族
な
ど

先
着
８
人

※
参
加
無
料

本
庁
２
階
社
会
福
祉
課
、
中
央
図

書
館
、
中
央
公
民
館
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
川
内
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

市
社
会
福
祉
協
議
会（
本
庁

社
会
福
祉
課
相
談
Ｇ
内（

２
５
６

４
）

相
談

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
　
　

両
立
支
援
無
料
相
談
窓
口
　

【
要
申
込
】

１
月
25
日（
木
）13
時
～
15
時
、
２

月
22
日（
木
）13
時
～
15
時

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院（
永

利
町
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
　
両
立
支
援
促
進
員（
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
）

働
き
な
が
ら
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、

難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場
担
当
者
な

ど
直
接
、
電
話

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
22
）１
１
１
１

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の
　
　
　

産
前
産
後
期
間
の
減
額

令
和
６
年
１
月
以
降
の
対
象
期
間

分
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額
の
減
額

▼ 

対
象
者
＝
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
令
和
５
年
11
月
１
日

以
降
の
方（
対
象
期
間
が
令
和

６
年
１
月
以
降
に
な
る
方
）

　
▼ 

対
象
期
間
＝
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
の
属
す
る
月
の
前
月

～
４
カ
月（
多
胎
妊
娠
の
場
合

は
３
カ
月
前
～
６
カ
月
）

①
～
③
を
準
備
の
上
、

へ
直
接

ま
た
は
送
付

① 

産
前
産
後
期
間
に
係
る
保
険
税
軽

減
届
出
書

② 

出
産
予
定
日
も
し
く
は
出
産
日
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の

写
し（
母
子
手
帳
な
ど
）

③ 

単
胎
妊
娠
・
多
胎
妊
娠
の
別
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
写

し（
母
子
手
帳
な
ど
）

※ 

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
出

産
後
も
届
出
が
可
能

本
庁
税
務
課
市
民
税
Ｇ（

２

２
３
３
）ま
た
は
各
支
所
、
甑
島
振

興
局

川
内
歴
史
資
料
館
臨
時
休
館

　
川
内
歴
史
資
料
館
開
館
40
周
年
記

念
特
別
展
設
営
の
た
め
、
１
月
30
日

（
火
）は
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

明
る
い
選
挙
三
な
い
運
動

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が

政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る

こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

▼
政
治
家
は
有
権
者
に「
贈
ら
な
い
」

▼
有
権
者
は
政
治
家
に「
求
め
な
い
」

▼
寄
附
は
絶
対
に「
受
け
取
ら
な
い
」

※ 

詳
し
く
は
、
総
務
省

を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（

１
４
１
１
）

入
札
参
加
資
格
審
査
　
　
　

申
請
書
の
受
け
付
け

▼ 

①
＝
令
和
６
・
７
年
度
建
設
工

事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
の
受
け
付
け

　
▼ 
②
＝
令
和
６
・
７
年
度
物
品
等

（
役
務
の
提
供
を
含
む
）の
追
加

受
け
付
け

２
月
１
日（
木
）～
29
日（
木
）必
着

※ 

提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
契
約
検
査
室
契
約
検
査

Ｇ（

５
５
２
１
、
５
５
２
２
）

　
　
　

意
見
・
提
言
を
　
　
　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
主
要
な
計
画
や
指
針
の

立
案
に
際
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
市
民
意
見
公
募
手
続
き
）制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
・

提
言
を
募
集
し
ま
す
。

第
２
期
薩
摩
川
内
市
自
殺
対
策
計
画

（
素
案
） 

策
定
の
目
的
・
内
容

　
国
が
定
め
る「
自
殺
総
合
対
策
大

綱
」の
主
旨
を
踏
ま
え
て「
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会

の
実
現
」を
目
指
し
、
市
の
自
殺
対

策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
新
た
に
第

２
期
薩
摩
川
内
市
自
殺
対
策
計
画
を

策
定
す
る
も
の
。

市

上
、
本
庁
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
本
庁
２
階
社
会
福
祉
課
、

各
支
所
、甑
島
振
興
局
、各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
各

地
域
公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
鹿
児

島
純
心
大
学
、
川
内
職
業
能
力
開
発

相
談

お
知
ら
せ

▲ 市

▲ 総務省

▲ ①市

▲ ②市

182024.1.10 広報

短
期
大
学
校
、
川
内
看
護
専
門
学
校

※
希
望
者
に
は
資
料
送
付

１
月
11
日（
木
）～
２
月
11
日（
日
）

消
印
有
効

市

上
の
意
見
・
提
言
入
力

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
意
見
・
提
言
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
社
会
福
祉
課
企
画
総
務
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介
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薦
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ボ
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燃
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３
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女
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０
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メ
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ル

鹿
児
島
県
立
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内
商
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男
子
バ
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部
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民
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大
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燃
ゆ
る
感

動
か
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ま
国
体
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児
島
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抜
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ー
ボ
ー
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６
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制
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年
男

子
３
位

鹿
児
島
ク
ラ
ブ
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全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権

大
会
優
勝

令
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５
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文
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令
和
５
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度
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化
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労
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を
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介

し
ま
す
。

【
文
化
功
労
者
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）内
は
推
薦
母
体

郷
土
芸
能

　 

東
大
小
路
三
尺
棒
踊
り
保
存
会（
可

愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

福ふ
く

原は
ら

　
輝て
る

治じ

郷
土
芸
能

　 

東
大
小
路
三
尺
棒
踊
り
保
存
会（
可

愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

外ほ
か

園ぞ
の

　
客き
ゃ
く

次じ

郷
土
芸
能

　 

高
城
町
太
鼓
踊
り
保
存
会（
高
来

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

松ま
つ

下し
た

　
四よ
つ

男お

広告料 0円！※プレゼント費用は
ご負担いただきます

メリット

メリット

メリット

市内約3万3,000世帯や
駅、スーパーなどに配布！

新規顧客をゲット！

掲載希望の際はあらかじめご連絡いただき、市　 の申込書を
ダウンロードし、必要事項を明記の上、本庁4階秘書広報課へ
直接、ファクス、メール
　　 秘書広報課企画総務・広聴広報G（　 4122）
　 （20）5570  　 koho@city.satsumasendai.lg.jp ▲市

　広報薩摩川内の「読者のひろば」コーナーなどに投稿していただいた方に
抽選でお送りしているプレゼントを提供いただける事業者（市内の飲食店など）
を募集しています。
　詳しくは市　  をご確認ください。

広報薩摩川内で商品やお店をPR！広報薩摩川内 商品 お店 PR！

▲ 市

▲ 意見・提言
　入力フォーム
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）
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大
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圓
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濵
田
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濵
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児
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新
原
　
　
芽め

依い

枦
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】
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【
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【
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佐
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佐
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佐
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佐
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佐

平
佐

平
佐
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辰

天
辰

天
辰

天
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天
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天
辰

天
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天
辰

天
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天
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11
月
届
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分
（
敬
称
略
）

11
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

井
上
　
　
結ゆ

葦い

花か

小
幡
　
　
凌り

ょ
う央

奧
田
　
　
依い

橙と

谷
口
　
　
脩し

ゅ
う

悟ご

永
薗
　
　
絃い

と
は生

木
村
　
　
仁じ

ん

人と

井
上
　
　
弦い

と

米
澤
　
　
佳か

奈な

藤
本
　
　
琉る

愛あ

松
岡
　
　
し
ず
く

須
田
　
　
碧あ

お

波ば

瀬
野
　
　
千ち

景か
げ

相
良
　
　
日ひ

よ
り和

宇
都
　
　
翠す

い

前
田
　
　
穂ほ

の

花か

有
馬
　
　
愛ひ

ま

葵わ
り

鈴
木
　
　
來ら

い

煌き

田
代
　
　
結ゆ

楽ら

関
　
　
　
陽ひ

菜な

乃の

新
德
　
　
あ
お
い

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 1月25日（木） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（12月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/11/30）

区　分 件　数
交通事故 170 件（前年比 − 31 件）
死　　者 2 件（前年比 ＋   1 件）
負 傷 者 184 件（前年比 − 37 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/11/30）

区　分 件　数
火　災 33 件（前年比 −     6 件）
救　急 4,548 件（前年比 ＋ 302 件）
救　助 21 件（前年比 −   15 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（1月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
国民健康保険税７期 1月31日（水）

■総人口 91,601人（ー102人）
　男　性 44,518人（ー 48人）
　女　性 47,083人（ー 54人）
■世帯数 46,523世帯（ー 48世帯）

 vol. １

　このコーナーでは、今年の 10 月 12 日に薩摩
川内市が誕生して 20 年の節目の年を迎えること
から、広報薩摩川内などに掲載された写真によ
り、本市のこれまでを振り返ります。
　第１回目は、平成 16 年 10 月 12 日の開庁式の
様子です。市町村合併前９自治体の市町村長や
関係者、市民などたくさんの方が本庁の市民ひ
ろばに集まり、薩摩川内市の誕生を祝いました。

この日は、新市の誕生に
ふさわしい、最高の天気
だったみたいだつん。

▲ 開庁式の様子（広報薩摩川内No.1より）

思い出20年。
あの時、薩摩川内
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ペ
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歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2024.1月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和６年
1月26日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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楽
し
い
職
場

　
私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
同

じ
職
場
で
働
い
て
い
て
、
20
年
以
上
が
経
ち

ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
職
場
の
皆
さ
ん

は
自
分
の
親
よ
り
も
家
族
よ
り
も
一
緒
に
い

る
時
間
が
長
い
の
だ
な
と
、
し
み
じ
み
と
思

い
ま
し
た
。
注
意
さ
れ
た
り
、
悔
し
涙
し
た

り
、大
声
で
笑
い
合
っ
た
り
、休
憩
中
に
ド
ッ

キ
リ
を
仕
掛
け
ら
れ
た
り
。
自
分
の
子
ど
も

も
こ
ん
な
雰
囲
気
の
職
場
に
就
職
し
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
る（
41
歳
）

新
た
な
発
見

　
広
報
薩
摩
川
内
10
月
通
常
版
の「
私
の
Ｆ

ｏ
ｏ
ｄ
記
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
タ
コ
ラ
イ

ス
。
家
で
も
た
ま
に
作
る
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ

で
す
が
、
さ
さ
み
で
は
作
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
次
の
タ

コ
ラ
イ
ス
は
こ
の
レ
シ
ピ
で
作
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

よ
し
こ（
35
歳
）

縁
は
？

　
妻
が
小
学
校
で
教
え
た
子
が
中
学
校
の
同

窓
会
に
参
加
す
る
た
め
、
千
葉
か
ら
帰
っ
て

き
て
、
母
親
と
弟
と
３
人
で
訪
ね
て
き
ま
し

た
。
小
学
校
時
代
の
こ
と
や
家
族
の
話
が
弾

み
ま
し
た
。

　
驚
く
こ
と
に
、
母
親
は
、
私
の
小
・
中
学

校
で
同
学
年
だ
っ
た
の
で
す
。
中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
72
年
ぶ
り
。
主
役
は
そ
っ
ち
の

け
で
急
仕
立
て
の
２
人
の
同
窓
会
に
な
り
ま

し
た
。
小
学
５
年
生
か
ら
男
女
共
学
に
な
っ

た
こ
と
や
戦
後
の
貧
し
か
っ
た
生
活
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
ミ
ニ
同
窓
会
を
し

よ
う
と
。
小
春
日
の
心
温
ま
る
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
で
し
た
。

は
ん
じ
ら（
87
歳
）

応
援
し
て
い
ま
す

　
４
月
か
ら
東
郷
地
域
で
技
能
実
習
生
に
日

本
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
日
本
語
を
教
え
て

い
ま
す
。
教
え
る
期
間
は
約
１
カ
月
間
で
、

そ
の
後
、
実
習
生
は
県
内
を
は
じ
め
全
国
へ

と
派
遣
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
教
え
る
こ
と
は

山
程
あ
る
の
に
、
１
カ
月
は
あ
っ
と
い
う
間

で
す
。
ま
だ
ま
だ
新
米
先
生
で
実
習
生
に
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
学

ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
薩
摩
川
内
の
地
か
ら
実
習
生
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

犬
山
ぱ
ぐ
吉（
34
歳
）

パ
パ
の
腕
枕

　
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
こ
れ

か
ら
も
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、
大
き
く
な
ー

れ
！

ひ
な
と（
42
歳
）

読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 １月 26 日（金）消印有効【締切】 １月 26 日（金）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「たかえ食堂｣のお食事券（５００円）を３人にプレゼント。

　地元の方々から愛されているたかえ食堂。人気のラーメ
ンは、心も体も温まる優しい味。その他、唐揚げ定食など、
さまざまな料理を楽しむことができます。ボリューム満点
でお腹いっぱいになること間違いなし。カウンターと座敷
の両方があるので、１人からご家族まで楽しめます！心温
まる料理をお楽しみください。

たかえ食堂
住  祁答院町下手 66
営  昼 11:00 ～ 14:00
　  夜 17:30 ～ 19:30
休  日曜日、祝日は昼のみ営業

   （55）0106

●●

●●
●●

祁答院
公民館
祁答院
公民館

薩摩川内市
祁答院支所
薩摩川内市
祁答院支所東部

消防署
東部
消防署

至 さつま町↑至 さつま町↑

たかえ食堂

51

391

宮
之
城
加
治
木
線

　　　　▲�唐揚げ定食▲ラーメン定食

222024.1.10 広報

　　

■発　行

薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　 � �0996（23）5111�� �0996（20）5570
　　　　　　 � �0996（22）8115�（直通）�
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外��� �0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　�  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　�  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　�  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　�  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　�  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　�  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　�  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　�  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　�  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　�  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　
広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
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市長新年のあいさつ
薩摩川内市20年のあゆみ
令和５年主な出来事
令和６年度 市民税・県民税（国民健康保険税）申告受付のお知らせ
二十歳になったら国民年金／防災トピックス
企業のチカラ
深発見！さつませんだい歴史文化遺産
行こうよ！図書館へ
人のとなりに
まちの話題 
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

お正月の風物詩の１つ年賀状ですが、郵便局のお年玉付
き年賀はがきの当初発行枚数は13年連続で減少して

いるそうです。最近では｢年賀状じまい｣される方やデジタル
ツールへの移行も増えているのかもしれません。
　私自身は数年前に自宅のプリンターの調子が悪くなったこ
とをきっかけに、印刷済みのものを活用し手書きで表書きを
するスタイルに変更。心の中で悪筆を詫びつつ、その方が今
暮らしている場所やご家族のことなども思い浮かべながら、
宛名と短文のメッセージをしたためる。師走の慌ただしい時
期に、正直面倒だなと思うこともありましたが、普段なかな
か直接言葉を交わすことが叶わない友人、知人に思いを馳せ
る良い機会となりました。
　今月から広報紙に本市誕生20周年関連記事を掲載してい
きます。これを契機に本市が生まれてからこれまでの20年、
そしてこれからの未来へ思いを馳せてみませんか。　（川床）

　今年の 10月 12日で 20歳の誕生日を迎える薩摩川内市。
　そこで、今月の表紙は、20周年を迎える本市を表現しました。　　　　
　昨年５月からは、新型コロナウイルス感染症も５類へ移行し、
「令和５年の主な出来事」でも掲載したように、コロナ禍で開催で
きなかった大きなイベントがどんどん復活してきました。この盛
り上がりのまま、20周年を皆さんと一緒に楽しみたいと思います。
　そして、今年は辰年。表紙にもウサギから辰のコスチュームへ
変身したつんが登場。辰にはさまざまな願いを叶えたり、物事を
良い方向へ導いたりする力があり、十二支の中でも最も縁起が良
いとされているそうです。令和６年が皆さんにとって「嘉

か

辰
しん

令
れい

月
げつ

」
となるよう祈念いたします。
※嘉辰令月とは、めでたい月日のことを意味します。

◎今月の表紙
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自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

友だち
募集中

薩摩川内市が平成 16年10月
12日に誕生して今年で20年。
美しい自然と歴史をこれからも。
明日を拓き、平和を願い、幸せ
創る。これからの「輝く未来へ」。

申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告

（薩摩川内市）
facebook

（薩摩川内市）
Instagram

薩摩川内市
チャンネル（　　  　　　）
YouTube

（薩摩川内市）
ホームページ
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